
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディジタルビデオ信号を帯域圧縮しさらに圧縮符号化して記録媒体に記録し、上記記録
された上記ディジタルビデオ信号を再生する記録再生装置において、
　ディジタルビデオ信号を３：１：１信号に帯域圧縮し、帯域圧縮された輝度信号のサン
プルを２チャンネルのそれぞれに振り分けると共に、色差信号のサンプルを上記２チャン
ネルのそれぞれに対して振り分けて、上記２チャンネルを互いに同一のデータ配列に並び
替えて出力する帯域圧縮手段と、
　上記帯域圧縮手段で帯域圧縮され２チャンネルに振り分けられたディジタルビデオ信号
に対して上記２チャンネルのそれぞれにライン番号を含ませる第１のライン番号付加手段
と、
　上記第１のライン番号付加手段から出力された上記２チャンネルのディジタルビデオ信
号に対してそれぞれ圧縮符号化を行う圧縮符号化手段と、
　上記圧縮符号化手段で圧縮符号化された上記２チャンネルのディジタルビデオ信号をそ
れぞれ記録媒体に記録する記録手段と、
　上記記録媒体に上記記録された上記２チャンネルの上記ディジタルビデオ信号をそれぞ
れ再生する再生手段と、
　上記再生手段で再生された上記２チャンネルの再生ディジタルビデオ信号の圧縮符号を
それぞれ復号化する復号化手段と、
　上記復号化手段の出力に対して、上記再生ディジタルビデオ信号に基づき生成されたラ
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イン番号を含ませる第２のライン番号付加手段と、
　上記第２のライン番号付加手段から出力された上記２チャンネルのディジタルビデオ信
号の帯域圧縮を伸長する帯域伸長手段と
を有する
ことを特徴とする記録再生装置
【請求項２】
　ディジタルビデオ信号を帯域圧縮しさらに圧縮符号化して記録媒体に記録し、上記記録
された上記ディジタルビデオ信号を再生する記録再生方法において、
　ディジタルビデオ信号を３：１：１信号に帯域圧縮し、帯域圧縮された輝度信号のサン
プルを２チャンネルのそれぞれに振り分けると共に、色差信号のサンプルを上記２チャン
ネルのそれぞれに対して振り分けて、上記２チャンネルを互いに同一のデータ配列に並び
替えて出力する帯域圧縮のステップと、
　上記帯域圧縮のステップにより帯域圧縮され２チャンネルに振り分けられたディジタル
ビデオ信号に対して上記２チャンネルのそれぞれにライン番号を含ませる第１のライン番
号付加のステップと、
　上記第１のライン番号付加のステップにより出力された上記２チャンネルのディジタル
ビデオ信号に対してそれぞれ圧縮符号化を行う圧縮符号化のステップと、
　上記圧縮符号化のステップにより圧縮符号化された上記２チャンネルのディジタルビデ
オ信号をそれぞれ記録媒体に記録する記録のステップと、
　上記記録媒体に上記記録された上記２チャンネルの上記ディジタルビデオ信号をそれぞ
れ再生する再生のステップと、
　上記再生のステップにより再生された上記２チャンネルの再生ディジタルビデオ信号の
圧縮符号をそれぞれ復号化する復号化のステップと、
　上記復号化のステップによる出力に対して、上記再生ディジタルビデオ信号に基づき生
成されたライン番号を含ませる第２のライン番号付加のステップと、
　上記第２のライン番号付加のステップにより出力された上記２チャンネルのディジタル
ビデオ信号の帯域圧縮を伸長する帯域伸長のステップと
を有する
ことを特徴とする記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ビデオ信号を帯域圧縮して処理する記録再生装置および方法に関し、特に、
携帯用カメラ一体型ディジタルビデオテープレコーダに用いて好適な記録再生装置および
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ビデオ信号をディジタル方式で処理するような信号処理装置、例えば高解像度の携帯用カ
メラ一体型ディジタルビデオテープレコーダに用いられる信号処理装置では、記録時間や
記録密度が考慮され、入力された映像信号に対して画像圧縮符号化が施される。そして、
この圧縮符号化されたビデオ信号が例えばビデオテープに対して記録される。
【０００３】
また、このビデオテープへの信号の記録の際に、エラー訂正のために積符号による符号化
処理がなされることが多い。この積符号による符号化においては、１シンボル（例えば１
バイト）単位でマトリクス状に配列されたデータに対して、その列方向に対して例えばリ
ードソロモン符号によってそれぞれ符号化がなされ、外符号パリティが生成される。そし
て、データおよび外符号パリティに対して、行方向に対して符号化がなされ、内符号パリ
ティが生成される。このように、列方向に対して外符号パリティが生成され、行方向に対
して内符号パリティが生成されることによって、積符号によるエラー訂正符号化が行われ
る。このとき、データの時系列の順序は、例えば行方向に一致している。
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【０００４】
一方、一般的に、携帯用カメラ一体型ディジタルビデオテープレコーダを実現させる際に
問題となるのは、その消費電力およびハードウェア規模である。また、世界的にエネルギ
節減が提唱されている現在では、据え置き型のものでも、消費電力の問題を無視すること
はできない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ビデオカメラなどで撮像された映像信号は、例えばＲ（赤）Ｇ（緑）Ｂ（青）
のそれぞれのサンプリング周波数の比を４：４：４とした４：４：４信号でＣＣＤ (Charg
e Cupled Device)から出力される。より高解像度の映像を提供するＨＤＶＳ (High Defini
tion Video System)によるビデオ信号では、２２００×１１２５画素（有効画素では、１
９２０×１０３５画素）／（３０フレーム毎秒）が実現されており、この場合のＲＧＢそ
れぞれのサンプリング周波数は、７４．２５ＭＨｚにも達する。この場合フィールド周波
数は、６０Ｈｚとされる。
【０００６】
この信号は、ディジタルビデオテープレコーダ部に供給されると、輝度信号Ｙ，Ｒ－Ｙ色
差信号Ｐｒ，およびＢ－Ｙ色差信号Ｐｂのそれぞれのサンプリング周波数の比を４：２：
２とした４：２：２信号に変換される。この信号は、信号ＹおよびＰｒ，Ｐｂとが上述の
サンプリング周波数（７４．２５ＭＨｚ）で以てパラレルで伝送されるものであり、ＢＴ
ＡによるＳ－００２規格に基づく。この場合でも、輝度信号Ｙのレートは、依然として７
４．２５ＭＨｚのままである。
【０００７】
周知のように、信号処理に要する消費電力は、取り扱う周波数が高いほど大きくなるため
、処理に際して多くの電力が必要とされる問題点があった。また、データレートが高いこ
とから、データ量も多く扱いにくいと共に、ハードウェア規模も大きくなってしまうとい
う問題点があった。
【０００８】
一方、装置の外部でなされる信号の切断あるいは加工や装置内部での支障により、不連続
なラインが生じる場合がある。従来では、装置においてラインの伝送順序を知る手段が無
かったため、このような信号の不連続により、ブランキング部分の長さが変化してしまっ
たり、画像の位置がずれてしまっても、これを補整する手段が無かったという問題点があ
った。
【０００９】
したがって、この発明の目的は、ビデオ信号に対して切断や可能などの処理を行ない、ラ
インが不連続になっても、その不連続点の補整を容易に行えるような記録再生装置および
方法を提供することにある。
【００１０】
また、この発明の他の目的は、ハードウェア規模が小さく、消費電力がより低い記録再生
装置および方法を提供することにある。
【００１３】

　 の発明は、上述した課題を解決するために、ディジタルビデオ信号を帯域圧縮しさら
に圧縮符号化して記録媒体に記録し、記録されたディジタルビデオ信号を再生する記録再
生装置において、ディジタルビデオ信号を３：１：１信号に帯域圧縮し、帯域圧縮された
輝度信号のサンプルを２チャンネルのそれぞれに振り分けると共に、色差信号のサンプル
を２チャンネルのそれぞれに対して振り分けて、２チャンネルを互いに同一のデータ配列
に並び替えて出力する帯域圧縮手段と、帯域圧縮手段で帯域圧縮され２チャンネルに振り
分けられたディジタルビデオ信号に対して２チャンネルのそれぞれにライン番号を含ませ
る第１のライン番号付加手段と、第１のライン番号付加手段から出力された２チャンネル
のディジタルビデオ信号に対してそれぞれ圧縮符号化を行う圧縮符号化手段と、圧縮符号
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化手段で圧縮符号化された２チャンネルのディジタルビデオ信号をそれぞれ記録媒体に記
録する記録手段と、記録媒体に記録された２チャンネルのディジタルビデオ信号をそれぞ
れ再生する再生手段と、再生手段で再生された２チャンネルの再生ディジタルビデオ信号
の圧縮符号をそれぞれ復号化する復号化手段と、復号化手段の出力に対して、再生ディジ
タルビデオ信号に基づき生成されたライン番号を含ませる第２のライン番号付加手段と、
第２のライン番号付加手段から出力された２チャンネルのディジタルビデオ信号の帯域圧
縮を伸長する帯域伸長手段とを有することを特徴とする記録再生装置である。
【００１６】
　また、この発明は、上述した課題を解決するために、ディジタルビデオ信号を帯域圧縮
しさらに圧縮符号化して記録媒体に記録し、記録されたディジタルビデオ信号を再生する
記録再生方法において、

ディジタルビデオ信号に対して 圧縮符
号化を行う圧縮符号化のステップと、 圧縮符号化された

ディジタルビデオ信号を 記録媒体に記録する ステップと、記録
媒体に記録された ディジタルビデオ信号を 再生する ステッ
プと、 再生された 再生ディジタルビデオ信号の圧縮
符号を 復号化する復号化のステップと 復号化のステップ 出力に対して
再生ディジタルビデオ信号に基づき生成されたライン番号を含ませる

ことを特徴とする
記録再生方法である。
【００１７】
上述したように、この発明では、記録時には、圧縮符号化手段に供給されるディジタルビ
デオ信号に対して、また、再生時には、圧縮符号化を復号化する復号化手段から出力され
るディジタルビデオ信号に対してライン番号が付加される。そのため、ライン番号に不連
続が生じても容易に補整を行うことができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の一形態を、図面を参照しながら説明する。図１は、この発明にお
いて扱われるビデオ信号を概念的に示す。ここでは、上述したＨＤＶＳによる、１１２５
本／６０Ｈｚのシステムでのビデオ信号を扱うものとして説明する。
【００１９】
例えばＣＣＤから出力されるビデオ信号は、図１Ａに示される、サンプリング周波数７４
．２５ＭＨｚを有する、赤色信号Ｒ，緑色信号Ｇ，および青色信号Ｂがパラレルで伝送さ
れる４：４：４信号である。これらパラレル信号のそれぞれは、例えば８ビットのデータ
幅を有する。Ｒ n  ，Ｇ n  ，Ｂ n  の信号の組で、１画素が構成される。この１画素分のデー
タが上述のサンプリング周波数７４．２５ＭＨｚでなるクロックで以て伝送される。次に
、この４：４：４信号が４：２：２信号へと変換される（図１Ｂ）。この４：２：２信号
は、さらにサンプリング周波数が５５．６８７５ＭＨｚ信号へと落とされ、３：１：１信
号へと変換される（図１Ｃ）。
【００２０】
この３：１：１信号は、図１Ｄに示されるように、輝度信号Ｙおよび色差信号Ｐｒ，Ｐｂ
とがシリアルに並べられた２チャンネルの信号に変換される。以降、この２チャンネルの
信号をそれぞれ信号Ｃｈ０および信号Ｃｈ１と称する。このとき、これら信号Ｃｈ０およ
びＣｈ１のサンプリング周波数は、４６．４０６２５ＭＨｚ（＝７４．２５ＭＨｚ×５／
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ディジタルビデオ信号を３：１：１信号に帯域圧縮し、帯域圧縮
された輝度信号のサンプルを２チャンネルのそれぞれに振り分けると共に、色差信号のサ
ンプルを２チャンネルのそれぞれに対して振り分けて、２チャンネルを互いに同一のデー
タ配列に並び替えて出力する帯域圧縮のステップと、帯域圧縮のステップにより帯域圧縮
され２チャンネルに振り分けられたディジタルビデオ信号に対して２チャンネルのそれぞ
れにライン番号を含ませる第１のライン番号付加のステップと、第１のライン番号付加の
ステップにより出力された２チャンネルの それぞれ

圧縮符号化のステップにより ２チ
ャンネルの それぞれ 記録の

２チャンネルの それぞれ 再生の
再生のステップにより ２チャンネルの
それぞれ 、 による 、

第２のライン番号付
加のステップと、第２のライン番号付加のステップにより出力された２チャンネルのディ
ジタルビデオ信号の帯域圧縮を伸長する帯域伸長のステップとを有する



８）とされる。
【００２１】
したがって、当初７４．２５ＭＨｚのサンプリング周波数で供給された信号が４６．４０
６２５ＭＨｚまで周波数を落とされると共に、輝度信号Ｙと色差信号Ｐｒ，Ｐｂとがそれ
ぞれ同じサンプリング周波数とされる。これにより、信号処理を統一的なクロック周波数
で以て行うことが可能とされる。
【００２２】
さらに、この発明では、上述の信号Ｃｈ０およびＣｈ１に対してライン番号ＬＮが挿入さ
れ、このライン番号ＬＮが信号処理を行う各構成部分の間で、データと共に伝送される。
そして、信号処理の際に、このライン番号ＬＮが参照され、メモリのアドレス制御やデー
タ順の管理などがなされる。これにより、何らかの原因でライン順に不連続が生じても、
ライン順の補整が可能とされる。
【００２３】
次に、この発明を、磁気テープに対してディジタルビデオ信号の記録再生を行う、ディジ
タルビデオテープレコーダに対して適用させた例について説明する。このディジタルビデ
オテープレコーダでなされる記録は、例えば回転ドラム上に設けられた磁気ヘッドによっ
て磁気テープに対して斜めにトラックが形成される、ヘリカルスキャン方式で以て行われ
、さらに、互いに異なる角度を有する１組の磁気ヘッドによって、隣接するトラックにお
いてアジマスが異ならされ記録される、アジマス方式が用いられる。
【００２４】
この記録方式の一例を図２および図３に示す。図２に一例が示されるように、回転ドラム
１上に４個の記録用の磁気ヘッド２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，および２Ｄが設けられる。４個の磁
気ヘッド２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，および２Ｄは、２個ずつが１組とされ、互いに対向する位置
に配される。１８０°対向する磁気ヘッド２Ａ，２Ｃの組、磁気ヘッド２Ｂ，２Ｄの組が
それぞれ同一アジマスとされ、且つ、これらの組同士では互いに異なるアジマスを有する
。
【００２５】
回転ドラム１に対して、例えば１８０°の巻き付け角で以て磁気テープが巻き付けられる
。回転ドラム１が１８０°回転する毎に対向する磁気ヘッドへの信号を切り換える。この
切り換えのポイントをスイッチングポイントと称する。これにより、各ヘッドに対応する
チャンネルをＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄとした場合、これら４個の磁気ヘッド２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，お
よび２Ｄによって、図３に示されるように、磁気テープ４に対して、磁気ヘッド２Ａ，２
ＢによってトラックＡ，Ｂが形成され、次に磁気ヘッド２Ｃ，２ＤによってトラックＣ，
Ｄが形成される。
【００２６】
形成されたトラックのうち、ＡおよびＣ，ＢおよびＤがそれぞれアジマスが一致するトラ
ックである。このとき、互いにアジマスの異なる、隣接した２トラック（ＡおよびＢチャ
ンネル、並びにＣおよびＤチャンネル）を１組としてセグメントが構成される。また、ビ
デオ信号の１フレームは、１２トラックから構成される。したがって、ビデオ信号の１フ
レームは、６セグメントからなる。これら６個のセグメントのそれぞれには、０～５まで
のセグメント番号が付される。なお、４チャンネルあるオーディオデータは、例えば、ト
ラックに対して中央部に、ビデオデータに挟まれるように配される。
【００２７】
なお、回転ドラム１には、再生用の磁気ヘッド３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，および３Ｄがさらに設
けられる。これら磁気ヘッド３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，および３Ｄの配置ならびにアジマスの関
係は、上述の記録用の磁気ヘッド２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，および２Ｄと同様である。磁気テー
プからの再生の際には、これら磁気ヘッド３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，および３Ｄが用いられる。
【００２８】
図４および図５は、このディジタルビデオテープレコーダの構成の一例を示す。図４は、
記録側の構成の一例を示し、図５は、再生側の構成の一例を示す。これら図４および図５
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に示される構成は、別個に図示されているが、一部の構成を共用することは可能である。
また、ここでは、上述したＨＤＶＳによるビデオ信号が扱われるものとする。
【００２９】
図４に示される記録側の構成において、入力端１０は、ＢＴＡのＳ－００４規格に基づく
１．４８５Ｇｂｐｓ (bit per second)　のレートを有するシリアルディジタルＡ／Ｖ信号
が入力される。図６は、このシリアルディジタルＡ／Ｖ信号の伝送フォーマットを示す。
垂直方向の数字は、ライン番号を示し、水平方向の数字は、サンプル番号を示す。ライン
番号の順番に従い、各ライン毎に、映像サンプル番号順にシリアルにデータが伝送される
。水平方向に２２００サンプル分、垂直方向に１１２５ライン分で１フレーム分の画像お
よび音声が伝送される。
【００３０】
水平方向では、第０サンプル～第１９１９サンプルの１９２０サンプル分が有効映像領域
とされ、垂直ブランキング期間以外のラインにおいて、ビデオ信号が伝送される。この有
効映像領域の先頭を示すＳＡＶが第２１９６サンプル～第２１９９サンプルに挿入される
。また、有効映像領域の最後尾を示すＥＡＶが第１９２０サンプル～第１９２３サンプル
に挿入される。オーディオ信号は、第１９２８サンプル～第２１９５サンプルの２６８サ
ンプル分で伝送される。第１９２４サンプル，第１９２５サンプルは、ライン番号ＬＮが
挿入される。このラインのＣＲＣＣ (Cyclic Redundancy Check Codes) の検査ビットが第
１９２６サンプル，第１９２７サンプルに挿入される。
【００３１】
垂直方向では、第１ライン～第４０ライン，第５５８ライン～第６０２ライン，および第
１１２１ライン～第１１２５ラインが垂直ブランキング期間とされる。１フィールド分の
ビデオ信号は、第４１ライン～第５５７ラインおよび第６０３ライン～第１１２０ライン
のそれぞれの、上述の第０サンプル～第１９１９サンプルで伝送される。
【００３２】
なお、オーディオ信号は、この図に示されるように、スイッチングポイントの次のライン
を避けて伝送される。
【００３３】
なお、この記録側の構成は、タイミングジェネレータ３０を有しており、１１２５本／６
０Ｈｚ，１１２５本／５９．９４Ｈｚ，あるいは５２５本／５９．９４Ｈｚなどの、適用
されるシステムに応じたシステムクロックが供給される。そして、このシステムクロック
に基づき、この図４に示される記録側の構成に必要なクロックが生成される。すなわち、
水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよびフレーム同期信号Ｆｓｙｎｃなどが生成される。さらに、
この例では、７４．２５ＭＨｚおよび４６．４（４６．４０６２５）ＭＨｚに対応するク
ロックがそれぞれ生成される。
【００３４】
Ｓ／Ｐ変換器１１に供給されたシリアル信号は、７４．２５ＭＨｚレートのパラレル信号
に変換され出力される。このパラレル信号は、供給されたシリアル信号が輝度信号Ｙ，お
よび色差信号Ｐｒ，Ｐｂとからなり、例えばそれぞれ８ビットのデータ幅を有する４：２
：２信号に変換されたものである。この変換された４：２：２信号がコプロセッサ１２に
供給される。このコプロセッサ１２は、例えば１個のＡＳＩＣ (Application Specific In
tegrated Circuit) から構成される。
【００３５】
コプロセッサ１２では、供給されたパラレル信号に対する処理が行われる。この処理によ
り、供給された４：２：２信号に含まれるディジタルオーディオ信号，ライン番号ＬＮ，
ＣＲＣＣ検出符号，およびＳＡＶ，ＥＡＶが分離され取り出される。これらのうち、ディ
ジタルオーディオ信号は、オーディオ信号処理回路１６に供給される。一方、他のデータ
、すなわちライン番号ＬＮ，ＣＲＣＣ検出符号，およびＳＡＶ，ＥＡＶは、それぞれ４：
２：２信号に対して１水平周期毎に付加される。
【００３６】
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図７Ａは、コプロセッサ１２でライン番号などのデータを付加された４：２：２信号を概
念的に示す。輝度信号Ｙは、周波数が７４．２５ＭＨｚのクロックに従い順次伝送される
。一方、色差信号ＰｒおよびＰｂは、帯域圧縮されているためデータ量が半分とされ伝送
される。例えば、輝度信号Ｙ 0  ，Ｙ 1  には色差信号Ｐｂ 0  ，Ｐｒ 0  がそれぞれ対応し、輝
度信号Ｙ 2  ，Ｙ 3  には色差信号Ｐｂ 1  ，Ｐｒ 1  がそれぞれ対応する。
【００３７】
タイミングジェネレータ３０から供給されたＨｓｙｎｃに基づき、供給された４：２：２
信号において有効映像領域を示す１９２０クロックの先頭および最後尾とに対して、ＳＡ
ＶおよびＥＡＶがそれぞれ４クロック分設けられる。ＥＡＶの後に、ライン番号ＬＮに基
づき生成されたライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  が挿入される。さらに、これらライン番号ＬＮ

0  ，ＬＮ 1  の後ろに、ＣＲＣＣ検出符号ＣＲ 0  ，ＣＲ 1  が挿入される。
【００３８】
ＨＤＶＳにおいて、垂直方向の有効ライン数は、１１２５本とされているため、ライン番
号ＬＮは、１１ビットで表現可能である。図８は、このライン番号ＬＮを２バイトで表し
たライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  におけるビット割り付けの一例を示す。この例では、ＬＮ 0  

の全ビット（Ｌ 7  ～Ｌ 0  ）およびＬＮ 1  のＬＳＢから３ビット（Ｌ 1 0～Ｌ 8  ）の１１ビッ
トでライン番号が表され、ＬＮ 1  のＭＳＢで、このラインが第１および第２フィールドの
どちらであるかが表される。ＬＮ 1  のＬ 6  ～Ｌ 3  は、使用されていない。
【００３９】
こうして、コプロセッサ１２でオーディオ信号を分離され、ライン番号などのデータの付
加がなされた４：２：２信号がインプットフィルタ１３に供給される。なお、このインプ
ットフィルタ１３に対しては、入力端子１５から直接的に４：２：２信号を供給すること
もできる。この場合には、ディジタルオーディオ信号は、入力端子１７を介してオーディ
オ信号処理回路１６に対して供給される。
【００４０】
インプットフィルタ１３は、供給された信号に対して帯域圧縮を施すもので、例えば１つ
のＡＳＩＣからなる。また、このインプットフィルタ１３には、メモリ１４が接続され、
タイミングジェネレータ３０から７４．２５ＭＨｚおよび４６．４０６２５ＭＨｚのクロ
ックがそれぞれ供給される。
【００４１】
インプットフィルタ１３に供給された４：２：２信号からライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  が抽
出される。インプットフィルタ１３において４：２：２信号から３：１：１信号に帯域圧
縮される。すなわち、上述の図１Ｂと図１Ｃに示されるように、４：２：２信号において
８サンプル分の輝度信号Ｙが３：１：１信号においては６サンプル分に帯域圧縮される。
これに対応し、それぞれ２サンプル分の色差信号ＰｒおよびＰｂとがそれぞれ１サンプル
分に帯域圧縮される。
【００４２】
帯域圧縮されたこの信号は、上述した信号Ｃｈ０およびＣｈ１に分けられ並び換えられ、
４６．４０６２５ＭＨｚレートとされる。すなわち、この並び換えは、上述した図１Ｃお
よび図１Ｄに示されるように、輝度信号Ｙ 0  ，Ｙ 1  ，Ｙ 2  ・・・の６サンプル単位で行わ
れ、輝度信号の偶数サンプルＹ 0  ，Ｙ 2  ，Ｙ 4  ・・・と奇数サンプルＹ 1  ，Ｙ 3  ，Ｙ 5  ・
・・とを２チャンネルのそれぞれに振り分ける。同様に、色差信号ＰｒおよびＰｂとを、
偶数サンプルＰｒ 0  ，Ｐｒ 2  ・・・およびＰｂ 0  ，Ｐｂ 2  ・・・と、奇数サンプルＰｒ 1  

，Ｐｒ 3  ・・・およびＰｂ 1  ，Ｐｂ 3  とに振り分ける。そして、輝度信号Ｙおよび色差信
号Ｐｒ／Ｐｂとを、偶数サンプル同士、奇数サンプル同士でそれぞれシリアルに並べる。
信号Ｃｈ０には偶数サンプルが、信号Ｃｈ１には奇数サンプルが並べられる。
【００４３】
さらに、インプットフィルタ１３で、信号Ｃｈ０およびＣｈ１のそれぞれに対して、ライ
ン毎に、ライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  が挿入される。さらに、このインプットフィルタ１３
において、信号Ｃｈ０およびＣｈ１のそれぞれについてＣＲＣＣの演算がなされ、その結
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果得られたＣＲＣＣ検出符号が信号Ｃｈ０およびＣｈ１に対してそれぞれ付される。イン
プットフィルタ１３における以上の処理は、例えばメモリ１４の所定の領域を用いてなさ
れる。
【００４４】
このように、パラレルで入力された４：２：２信号を、チャンネルＣｈ０およびＣｈ１毎
に輝度信号Ｙと色差信号Ｐｒ／Ｐｂとがシリアルに並べられた信号Ｃｈ０およびＣｈ１に
変換することで、当初７４．２５ＭＨｚであったクロック周波数を５／８の４６．４０６
２５ＭＨｚにまで落とすことができる。また、輝度信号Ｙと色差信号Ｐｒ／Ｐｂとに対し
て、同じクロック周波数で処理を行うことができる。
【００４５】
図７Ｂは、チャンネルＣｈ０とＣｈ１とに振り分けられ、ＣＲＣＣの検出符号ＣＲＣＣと
、ライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  とがチャンネルＣｈ０およびＣｈ１とにそれぞれ挿入された
信号Ｃｈ０およびＣｈ１の信号フォーマットの一例を示す。上述したように、この信号は
、クロック周波数が４６．４ＭＨｚとされており、１水平周期は、１３７５クロックから
なる。このうち、有効画素分は、１２００クロック分である。ここでは、信号Ｃｈ０につ
いて説明する。
【００４６】
信号Ｃｈ０に対応した水平同期信号であるＨｓｙｎｃ０が立ち上がることにより１水平周
期の開始が示され、２クロック分にわたりライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  が挿入される。続け
て帯域圧縮された輝度信号Ｙおよび色差信号Ｐｒ／Ｐｂとがシリアルに挿入される。１ラ
イン分の輝度信号Ｙおよび色差信号Ｐｒ／Ｐｂの後ろには、ＣＲＣＣの検出符号が１クロ
ック分挿入される。そして、１水平周期の先頭のＨｓｙｎｃから１３７５クロック目に、
次のＨｓｙｎｃが１クロック分供給される。
【００４７】
なお、上述ではライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  とが有効映像領域の先頭に挿入されるように説
明したが、これはこの例に限られない。例えば、ライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  とを、有効映
像領域の最後尾に挿入するようにしてもよい。
【００４８】
ところで、水平同期信号Ｈｓｙｎｃは、信号Ｃｈ０およびＣｈ１のそれぞれに対して設け
られる。これらをそれぞれＨｓｙｎｃ０およびＨｓｙｎｃ１と称する。これは、インプッ
トフィルタ１３以降の処理が信号Ｃｈ０およびＣｈ１とで例えば別々のＡＳＩＣで行われ
ることに対応している。
【００４９】
なお、図４においては省略されているが、インプットフィルタ１３では、信号Ｃｈ０およ
びＣｈ１のそれぞれに対して、フレーム単位の同期信号であるＦｓｙｎｃ０，Ｆｓｙｎｃ
１も同時に出力される。但し、信号Ｃｈ０およびＣｈ１にそれぞれ付されたライン番号Ｌ
Ｎによって、フレームの変化点を容易に知ることができるため、これらＦｓｙｎｃ０，Ｆ
ｓｙｎｃ１は、省略することができる。
【００５０】
インプットフィルタ１３から、信号Ｃｈ０およびＨｓｙｎｃ０，信号Ｃｈ１およびＨｓｙ
ｎｃ１とがそれぞれ出力される。これらの信号は、それぞれＢＲＲ (Bit Rate Reduction)
エンコーダ１８および１９に供給される。ＢＲＲエンコーダ１８および１９は、それぞれ
メモリ２０および２１が接続され、供給された信号に対して例えばＤＣＴ (Discrete Cosi
ne Transform) による符号化を施し量子化することで、所定の圧縮率で以て信号の圧縮符
号化を行う。この例では、画像圧縮率が１／４．４とされる。
【００５１】
ＢＲＲエンコーダ１８では、供給された信号Ｃｈ０からライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  とが取
り出される。信号Ｃｈ０は、圧縮符号化の際にこのエンコーダ１８で、例えば８×８画素
からなるＤＣＴブロックの単位でシャフリングされる。シャフリングされたＤＣＴブロッ
クのそれぞれは、メモリ２０の所定のアドレスに書き込まれる。このライン番号ＬＮによ
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るアドレス制御によって、メモリ２０に対する書き込み制御がなされるため、例えば垂直
ブランキング期間中にラインに不連続が生じていても、有効映像領域の位置の補整を行う
ことができる。
【００５２】
信号Ｃｈ０およびＣｈ１は、輝度信号Ｙおよび色差信号Ｐｒ／Ｐｂとが互いに同一の伝送
周波数（４６．４０６２５ＭＨｚ）とされている。そのため、これらＢＲＲエンコーダ１
８および１９は同一の構造のものを用いることができ、処理クロック周波数もそれぞれ等
しくすることができる。勿論、ＡＳＩＣのゲート数などに制限がなければ、これらエンコ
ーダ１８および１９を一つのＡＳＩＣで構成することも可能である。
【００５３】
ＢＲＲエンコーダ１８および１９でそれぞれ圧縮符号化処理がなされた信号Ｃｈ０および
Ｃｈ１は、それぞれに対応する水平同期信号Ｈｓｙｎｃと共に、ＥＣＣ (Error Corrected
 Coding)エンコーダ２２に供給される。それと共に、オーディオ信号処理回路１６から所
定の処理を施され出力されたディジタルオーディオ信号も、このＥＣＣエンコーダ２２に
供給される。
【００５４】
図９は、ＢＲＲエンコーダ１８および１９とＥＣＣエンコーダ２２との間のインターフェ
イスに用いられる信号のフォーマットを概略的に示す。信号の１クロックの周波数は、４
６．４０６２５ＭＨｚが用いられる。図９Ｃに示されるように、ＢＲＲエンコーダ１８お
よび１９からは、それぞれデータ幅が８ビットで信号の出力がなされる。信号は、共に１
バイトのＩＤ０およびＩＤ１とが付加された２１９クロック分を１シンクブロックとして
、このシンクブロック単位で、これらＢＲＲエンコーダ１８および１９から出力される。
ＩＤ０およびＩＤ１は、例えばシンクブロックを特定するためのシンクブロック番号から
なる。
【００５５】
また、ＢＲＲエンコーダ１８および１９から、このシンクブロックの出力と共に同期信号
ＳＹＮＣが出力される。図９Ｃの下部に示されるように、１クロック分のシンクパルスに
続けてシンクブロックが出力される。
【００５６】
上述したように、磁気テープ４上では、１フレームが１２トラックからなり、互いにアジ
マスの異なる、隣接した２トラックでセグメントが構成される。各セグメントは、図９Ａ
および図９Ｂに示されるように、それぞれ２２６シンクブロックからなる信号Ｃｈ０およ
びＣｈ１とで構成される。各セグメント間には、所定の長さのギャップが設けられる。各
シンクブロックは、１００８クロック毎の先頭にそれぞれ配置され、残りの部分はブラン
クとされる。
【００５７】
このように、ＢＲＲエンコーダ１８および１９からは、それぞれ断続的に、すなわち、１
００８クロックのうち２１９クロックだけ、信号が出力される。したがって、信号が出力
されない残りの７８９クロックでは、エンコーダ１８および１９での電力消費を抑えるこ
とができる。
【００５８】
ＥＣＣエンコーダ２２では、接続されたメモリ２３を用いて、供給された信号に対して例
えば積符号によるエラー訂正符号化処理を施す。つまり、上述の従来技術において説明し
たように、メモリ２３に書き込まれたデータ、すなわち信号Ｃｈ０に対して外符号パリテ
ィおよび内符号パリティが生成され、積符号のエラー訂正符号化がなされる。この、内符
号および外符号の積符号が完結するデータの大きさを、エラー訂正ブロックと称する。
【００５９】
なお、メモリ２３は、例えば２つの領域に分割され、それぞれの領域で内符号および外符
号の処理がそれぞれなされる。また、領域を分割せずに、データのアクセス方法などを工
夫することによって内符号および外符号の処理を行うようにもできる。メモリ２３を、内
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符号および外符号の処理をそれぞれ行う２つのメモリで構成するようにしてもよい。
【００６０】
図１０および図１１は、このエラー訂正ブロックの構成の一例を概略的に示す。既に図２
および３で示したように、この例に示されるディジタルビデオテープレコーダでは、磁気
テープ４に対して、ヘリカルトラックで以て信号の記録がなされる。ＥＣＣエンコーダ２
２におけるエラー訂正符号化処理は、このヘリカルトラックを単位としてなされる。
【００６１】
図１０に示されるビデオデータの例においては、図１０Ａの如くこの１２フレーム中の１
トラックが図１０Ｂに示される１エラー訂正ブロックとされる。ＥＣＣエンコーダ２２に
対して、図９Ｂに示される２２６シンクブロックが全て到来すると、図１０Ｂに示される
２１７バイト×２２６バイトのデータ配列が形成される。このデータに対して、矢印ｂの
方向に、各列のデータが例えば（２５０，２２６）リードソロモン符号によって符号化さ
れ、２４バイトの外符号パリティが生成される。さらに、これらビデオデータおよび外符
号パリティに対して、矢印ａの方向に、各行のデータが例えば（２２９，２１９）リード
ソロモン符号によって符号化され、１２バイトの内符号パリティが生成される。このとき
、各々のデータ行の先頭には、それぞれ２バイトの大きさを有するシンクデータおよびＩ
Ｄが配され、これも含めて内符号の演算がなされる。
【００６２】
図１１は、オーディオデータにおけるエラー訂正ブロックの構成の一例を示す。図１１Ａ
に示されるように、オーディオデータは、１フレーム分の１２トラックのうち６トラック
で図１１Ｂに示される１エラー訂正ブロックを形成する。例えば２１７バイト×１２バイ
トのデータ配列から成るオーディオデータに対して、矢印ｂの方向に、例えば（２４，１
２）リードソロモン符号によって符号化され、１２バイトの外符号パリティが生成される
。さらに、これらビデオデータおよび外符号パリティに対して、矢印ａの方向に、例えば
（２２９，２１９）リードソロモン符号によって符号化され、１２バイトの内符号パリテ
ィが生成される。また、そのとき、それぞれのデータ行の先頭には、シンクデータおよび
ＩＤが配され、これも含めて内符号の演算がなされる。
【００６３】
図１２は、これらエラー訂正ブロックにおける１シンクブロックの構成を、ビデオデータ
を例にとって概略的に示す。先頭の２バイトはシンクデータである。続く２バイトはＩＤ
であって、この１シンクブロックの１トラック内での番号（シンクブロック番号）などが
記される。このＩＤは、図９Ｃに示されるシンクブロックの先頭に配置されるＩＤ０およ
びＩＤ１とに基づき生成される。このＩＤに２１７バイトのビデオデータ（または外符号
パリティ）および内符号パリティが続く。磁気テープ４に対する記録データは、このシン
クブロックが連続したものである。
【００６４】
ＥＣＣエンコーダ２２でエラー訂正符号化された信号は、エラー訂正ブロック単位で、磁
気テープ４上での記録レート周波数に置き換えられ、チャンネルＡ，Ｂ，Ｃ，およびＤの
４チャンネルの信号に振り分けられて、チャンネルＡ／ＣおよびチャンネルＢ／Ｄの２系
統の信号として出力される。
【００６５】
すなわち、図９Ｂに示されるように、ＢＲＲエンコーダ１８から供給された信号Ｃｈ０の
、例えば最初の２２６シンクブロックからなるエラー訂正ブロックがチャンネルＡとされ
、続く２２６シンクブロックからなるエラー訂正ブロックがチャンネルＣとされ、ＥＣＣ
エンコーダ２２からは、これらチャンネルＡおよびＣとが交互に出力される。同様に、Ｂ
ＲＲエンコーダ１９から供給された信号Ｃｈ１については、チャンネルＢおよびＤとにそ
れぞれ対応するエラー訂正ブロックが生成され、ＥＣＣエンコーダ２２からは、これらチ
ャンネルＢおよびＤとが交互に出力される。
【００６６】
これらの、ＥＣＣエンコーダ２２から出力された、チャンネルＡ／ＣおよびチャンネルＢ
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／Ｄの２系統の信号は、それぞれ記録駆動回路２４に供給される。そして、磁気テープ４
に対して記録可能なように変調および増幅され、出力される。出力された信号は、チャン
ネルＡ／Ｃが磁気ヘッド２Ａまたは２Ｃに、チャンネル２Ｂまたは２Ｄが磁気ヘッド２Ｂ
または２Ｄにそれぞれ供給され、磁気テープ４に対して記録される。
【００６７】
なお、図４では煩雑さを避けるために、記録のための磁気ヘッド２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，およ
び２Ｄが磁気ヘッド２Ａ　ｏｒ　２Ｃ，２Ｂ　ｏｒ　２Ｄの２個に、また、これら４個の
磁気ヘッドのそれぞれに対する信号経路が２系統に、それぞれ省略されている。また、記
録駆動回路２４は、回転ドラム１の回転に対応した切り換えスイッチを有し、回転ドラム
１の１８０°の回転に対して、チャンネルＡとＣ、チャンネルＢとＤを、それぞれ切り換
えて出力することができる。
【００６８】
次に、図５を参照しながら、再生側の処理について説明する。磁気テープ４に記録された
信号が読み取り用の磁気ヘッド３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，および３Ｄによって再生される。上述
したように、磁気ヘッド３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，および３Ｄによって、トラックＡ，Ｂ，Ｃ，
およびＤがそれぞれ再生される。磁気ヘッド３Ａおよび３Ｃから再生された再生信号（信
号Ａ／Ｃ）は、イコライザ４０に供給される。同様に、磁気ヘッド３Ｂおよび３Ｄから再
生された再生信号（信号Ｂ／Ｄ）は、イコライザ４７に供給される。以下、イコライザ４
０に供給された信号Ａ／Ｃを中心に説明する。
【００６９】
なお、図５では煩雑さを避けるために、磁気ヘッド３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，および３Ｄが磁気
ヘッド３Ａ　ｏｒ３Ｃ，３Ｂｏｒ３Ｄの２個に、また、これら４個の磁気ヘッドのそれぞ
れに対する信号経路が２系統に、それぞれ省略されている。また、イコライザ４０および
４７は、それぞれ回転ドラム１の１８０°の回転に対応した切り換えスイッチを有する。
これにより、イコライザ４０では、磁気ヘッド３Ａおよび３Ｃからの再生信号が交互に処
理される。同様に、イコライザ４７では、磁気ヘッド３Ｂおよび３Ｄからの再生信号が交
互に処理される。
【００７０】
なお、この図５の構成では、上述の図４に示されたタイミングジェネレータ３０が共通し
て用いられる。
【００７１】
イコライザ４０から、信号Ａ／Ｃと、回転ヘッド１の回転に伴い生成された再生クロック
とがそれぞれ出力される。これらの信号は、ＥＣＣデコーダ４１に供給される。このＥＣ
Ｃデコーダ４１には、タイミングジェネレータ３０から４６．４０６２５ＭＨｚのクロッ
クが供給され、メモリ４２が接続される。ＥＣＣデコーダ４１では、メモリ４２を用いて
、供給されたチャンネル信号Ａ／Ｃのエラー訂正復号化を行う。
【００７２】
すなわち、トラック毎に再生され、エラー訂正ブロック単位で供給された信号Ａ／Ｃが内
符号および外符号によってエラー訂正復号化される。エラー訂正復号化された信号Ａ／Ｃ
は、４６．４０６２５ＭＨｚのクロックに乗せられ、シンクブロック単位で出力され、次
段のＢＲＲデコーダ４３に供給される。すなわち、このＥＣＣデコーダ４１とＢＲＲデコ
ーダ４３との間では、上述の図９に示されるフォーマットで以て信号Ａ／Ｃの伝送がなさ
れる。
【００７３】
また、このＥＣＣデコーダ４１では、フレーム同期信号Ｆｓｙｎｃ０が生成されると共に
、同期信号ＳＹＮＣが生成される。これら同期信号Ｆｓｙｎｃ０および同期信号ＳＹＮＣ
は、それぞれＢＲＲデコーダ４３に供給される。
【００７４】
ＢＲＲデコーダ４３には、タイミングジェネレータ３０から４６．４０６２５ＭＨｚのク
ロックが供給される。ＢＲＲデコーダ４３では、例えばシンクブロックの先頭に付された
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ＩＤ０およびＩＤ１とに基づきフレームの先頭を知ることができる。ＢＲＲデコーダ４３
では、供給された信号Ａ／Ｃに対して、例えばメモリ４４を用いて逆ＤＣＴ変換ならびに
デシャフリングを行い、圧縮符号の復号化を行う。
【００７５】
復号化された信号Ａ／Ｃは、４６．４０６２５ＭＨｚのクロックに基づき、上述の図７Ｂ
に示されるような輝度信号Ｙおよび色差信号Ｐｒ／Ｐｂがシリアルに配列された信号とさ
れる。さらに、各ラインに対して、ライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  が付される。このライン番
号は、復号されたＩＤによって各ＤＣＴブロックのデータがメモリ４４中の所定位置に書
き込まれ、このメモリ４４からの読み出し時に読み出し順に応じて付加されてゆく。すな
わち、ＢＲＲデコーダ４３からの信号Ａ／Ｃに対応する出力は、上述の記録側の構成にお
ける信号Ｃｈ０と同等の信号である。以降、信号Ａ／Ｃに対応するこの信号を、便宜上、
信号Ｃｈ０と称する。この信号Ｃｈ０は、映像信号の補整を行うコンシール回路４５に供
給される。
【００７６】
また、ＢＲＲデコーダ４３では、同期信号Ｈｓｙｎｃ０も生成される。このＨｓｙｎｃ０
も、コンシール回路４５に供給される。
【００７７】
イコライザ４７から出力された信号Ｂ／Ｄに対しても、上述と同様の処理がなされる。す
なわち、イコライザ４７からＥＣＣデコーダ４８に対して供給された信号Ｂ／Ｄがメモリ
４９を利用してエラー訂正復号化される。復号化された信号Ｂ／Ｄと共に、同期信号Ｆｓ
ｙｎｃ，ＳＹＮＣがＥＣＣデコーダ４８からの出力され、ＢＲＲデコーダ５０に供給され
る。ＢＲＲデコーダ５０で、供給された信号Ｂ／Ｄの圧縮符号の復号化がメモリ５１を利
用してなされる。復号化された信号Ｂ／Ｄは、４６．４０６２５ＭＨｚのクロックに基づ
き、輝度信号Ｙおよび色差信号Ｐｒ／Ｐｂとがシリアルに配列されると共に、ライン番号
ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  を付加され、上述の信号Ｃｈ１と同等の信号とされる。以降、この信号Ｂ
／Ｄに対応する信号を、便宜上、信号Ｃｈ１と称する。この信号Ｃｈ１は、コンシール回
路４５に供給される。また、デコーダ５０で生成された同期信号Ｈｓｙｎｃ１もコンシー
ル回路４５に供給される。
【００７８】
なお、ＥＣＣデコーダ４１および４８、ＢＲＲデコーダ４３および５０には、それぞれ同
一の規格のＡＳＩＣを用いることができる。
【００７９】
コンシール回路４５は、例えば１個のＡＳＩＣによって構成され、再生信号においてＥＣ
Ｃデコーダ４１あるいは４８のエラー訂正能力を超えたエラー、例えば磁気テープ４上の
傷による長大なエラーが存在し、これらデコーダ４１あるいは４８でエラー訂正しきれな
かった信号の補整を行う。この補整は、例えばエラー訂正がなされずに欠損した部分を、
所定の方法で補間することでなされる。
【００８０】
補整された信号Ｃｈ０およびＣｈ１は、それぞれポストフィルタ５３に供給される。また
、チャンネルＡ／ＣおよびチャンネルＢ／Ｄとでそれぞれ別個に供給された同期信号Ｈｓ
ｙｎｃ０および１は、１本化され同期信号Ｈｓｙｎｃとされポストフィルタ５３に供給さ
れる。
【００８１】
ポストフィルタ５３は、例えば１個のＡＳＩＣで構成される。このポストフィルタ５３で
、ＢＲＲデコーダ４３や５０、あるいは記録側のＢＲＲエンコーダ１８や１９で、画像圧
縮／伸長の際に生じた不規則性のノイズが低減される。この処理は、供給された４６．４
０６２５ＭＨｚのクロックに基づき、接続されたメモリ５４を用いてなされる。ポストフ
ィルタ５３から出力された信号Ｃｈ０およびＣｈ１、ならびに同期信号Ｈｓｙｎｃは、ア
ウトプットフィルタ５５に供給される。
【００８２】
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アウトプットフィルタ５５は、例えば１個のＡＳＩＣで構成され、タイミングジェネレー
タ３０から４６．４０６２５ＭＨｚのクロックと７４．２５ＭＨｚのクロックとが共に供
給される。アウトプットフィルタ５５では、これらの供給されたクロックに基づき、メモ
リ５６を用い、供給された信号Ｃｈ０およびＣｈ１が４：２：２信号に変換される。
【００８３】
すなわち、４６．４０６２５ＭＨｚのクロックで供給された信号Ｃｈ０およびＣｈ１が７
４．２５ＭＨｚで再サンプリングされる。再サンプリングされた信号は、例えばメモリ５
６に一旦書き込まれる。そして、輝度信号Ｙ，色差信号Ｐｒ，および色差信号Ｐｂのサン
プリング周波数の比が４：２：２となるように補間される。こうして得られた４：２：２
信号は、ビデオプロセッサ５７に供給される。なお、このアウトプットフィルタ５５とビ
デオプロセッサ５７との間のインターフェイスでは、上述の図７Ａに示される信号フォー
マットが用いられる。
【００８４】
ビデオプロセッサ５７では、供給された４：２：２信号に対して、メモリ５８を利用して
、ゲインやオフセットの調整といった所定の処理がなされる。処理された４：２：２信号
は、出力端５９に導出される。
【００８５】
なお、オーディオ信号は、ＥＣＣデコーダ４１および４８でエラー訂正復号化された後、
オーディオプロセッサ５２に供給される。オーディオプロセッサ５２で所定の処理を施さ
れたオーディオ信号は、ディジタルオーディオ出力端６３に導出される。
【００８６】
ところで、ビデオプロセッサ５７から出力された４：２：２信号を、シリアルディジタル
Ａ／Ｖ信号として出力することができる。４：２：２信号は、ビデオプロセッサ５７から
、コプロセッサ６０に供給される。それと共に、ディジタルオーディオ信号がオーディオ
プロセッサ５２からコプロセッサ６０に供給される。このコプロセッサ６０は、７４．２
５ＭＨｚのクロックに基づき、ディジタルオーディオ信号が４：２：２信号中に挿入され
ると共に、フォーマットで定められた所定の補助データが付加される。コプロセッサ６０
の出力は、Ｐ／Ｓ変換器６１に供給される。
【００８７】
Ｐ／Ｓ変換器６１は、パラレルディジタル信号として供給された４：２：２信号を１．４
８５ＧｂｐｓのレートのシリアルディジタルＡ／Ｖ信号に変換する。このＰ／Ｓ変換器６
１で、上述の図６に示されるフォーマットに従ってシリアルに変換された４：２：２信号
は、シリアルディジタルＡ／Ｖ出力端６２に導出される。
【００８８】
このように、再生側の構成では、ＢＲＲデコーダ４３，５０からアウトプットフィルタ５
５までのそれぞれＡＳＩＣ間でのインターフェイス信号が全て同形式（上述の図７Ｂ）お
よび同一クロック（４６．４０６２５ＭＨｚ）のフォーマットで以て処理がなされる。ま
た、ＢＲＲデコーダ４３および５０，コンシール回路４５，ポストフィルタ５４，および
アウトプットフィルタ５５は、それぞれ４６．４０６２５ＭＨｚのレートで動作される。
【００８９】
さらに、ＢＲＲデコーダ４３および５０からの出力には、ライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  が付
加される。このライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  とが付加された信号が後段に伝送される。その
ため、例えば後段のどこかでハードウェアのトラブルによってライン番号の連続性が失わ
れても、その検出ならびに異常の発見が容易である。
【００９０】
なお、上述では、１１２５本／６０Ｈｚのシステムにこの発明を適用させた場合について
説明したが、これはこの例に限定されるものではない。例えば、この発明は、フィールド
周波数が５９．９４ＨｚであるＮＴＳＣのシステムに適用させることも容易である。この
場合には、各インターフェイスならびにクロック周波数を、それぞれ１．００１（＝６０
／５９．９４）で除した値とすればよい。
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【００９１】
また、この発明に基づく信号処理方法は、上述の記録再生装置に適用されるに止まらず、
ディジタルビデオ信号に対して所定の処理、例えばエフェクトを施すような装置に対して
も適用可能なものである。
【００９２】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、伝送される信号に対してライン番号が付加され
るため、例えば入力信号に不連続が生じ、ブランキング期間の長さが変化していたり、画
像の位置がずれるような場合でも、容易に補正することができる効果がある。同様に、装
置内部の動作異常で、ＡＳＩＣ間での信号の伝送に不連続が生じても、それを検出できる
という効果がある。
【００９３】
また、この発明によれば、各ＡＳＩＣ間の信号インターフェイスに用いられる周波数が４
６．４０６２５ＭＨｚに統一されているため、装置全体をシンプルに構成することができ
る効果がある。
【００９４】
さらに、この発明によれば、ビデオ信号が３：１：１に帯域圧縮され、各ＡＳＩＣ間の信
号インターフェイスに用いられる周波数が４６．４０６２５ＭＨｚと、従来の４：２：２
で伝送される場合よりも低いため、装置の消費電力を抑えることができる効果がある。
【００９５】
さらにまた、同一形式の２系統の信号で処理がなされるため、圧縮部のＡＳＩＣを共通化
でき、コスト的に有利であるという効果がある。さらにまた、圧縮部のＡＳＩＣの規模を
小さくでき、装置全体の大きさを制限できる効果がある。
【００９６】
さらに、各ＡＳＩＣ間の信号インターフェイスに用いられる周波数が４６．４０６２５Ｍ
Ｈｚに統一されているため、各ＡＳＩＣ間での信号の経路を柔軟に選択することができ、
装置の信頼性のチェックやデバッグなどにも有用であるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明において扱われるビデオ信号を示す概念図である。
【図２】磁気テープに対する記録方式の一例を示す略線図である。
【図３】磁気テープに対する記録方式の一例を示す略線図である。
【図４】ディジタルビデオテープレコーダの記録側の構成の一例を示すブロック図である
。
【図５】ディジタルビデオテープレコーダの再生側の構成の一例を示すブロック図である
。
【図６】シリアルディジタルＡ／Ｖ信号の伝送フォーマットを示す概念図である。
【図７】各ＡＳＩＣ間のインターフェイスで用いられる信号フォーマットを示す概念図で
ある。
【図８】ライン番号ＬＮ 0  ，ＬＮ 1  におけるビット割り付けの一例を示す略線図である。
【図９】ＢＲＲエンコーダとＥＣＣエンコーダとの間のインターフェイスに用いられる信
号のフォーマットを示す概念図である。
【図１０】エラー訂正ブロックの構成の一例を示す概念図である。
【図１１】エラー訂正ブロックの構成の一例を示す概念図である。
【図１２】エラー訂正ブロックにおける１シンクブロックの構成を、ビデオデータを例に
とって示す概念図である。
【符号の説明】
４・・・磁気テープ、１２・・・コプロセッサ、１３・・・インプットフィルタ、１８，
１９・・・ＢＲＲエンコーダ、２２・・・ＥＣＣエンコーダ、３０・・・タイミングジェ
ネレータ、４１，４８・・・ＥＣＣデコーダ、４３，５０・・・ＢＲＲデコーダ、４５・
・・コンシール回路、５５・・・アウトプットフィルタ、ＬＮ・・・ライン番号
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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